
十勝岳火山基礎調査報告長

気象庁観測部日 J札幌管区気象台・旭川地方気象台

551. 21(524) 

~ 1. まえがき

北海道の中央に位する活火山十勝岳(海抜2077m)の活動監視のための火山観測は，すでに過去

数年来，旭川測候所・(現旭川地方気象台)によって行われてきていたが，昭和32年度に正式に火山

観測実施を指定され，以後旭川地方気象台による恒久的な観測が行われることになった.これに関

連して，十勝岳の火山活動の現況を適確に把握し，現地の人文的諸事情をも考慮して，該恒久火山

観測(地震観測，定期現地観測など)の具体策を樹立し，あわせて，噴火災害防止対策などを検討

するため，昭和32年 (1957)~ 8月8"， 13日，本庁・札幌管区気象台・旭川地万気象台三者合同で

現地調査を実施したので，その結果をここに報告する.

なお，この現地調査には，札幌管区気象台出岡保台長はじめ同台山田国親技術部長，旭川地方気

象台木村耕三台長・藤田孝男技術課長も参加したが，諸観測は本庁観測部諏訪彰，札幌管区気象台

大野譲，旭川地方気象台栗原幸一・古寺義光の各技官によって行われにまた，この調査の諸準備

および本報告のとりまとめには，本庁観測部田中康裕技官も参加し， さらに，現地調査には北海道

大学理学部高橋俊正・音田功両氏および地もとの美瑛町役場田浦信一，上富良野町役場三原健吾の

両氏らも同行協力された.

~ 2. 付近の地形地質と過去の火山活動

ナ勝岳火山群は主峰十勝岳をはじめ，その北東側の美瑛岳(海抜2052m)・美瑛富士 (1881m)，

南西方に連なる上ホロメト γ ク山 (1887m)・富良野岳 (1812m)・下ホロメトヅク山 (1688m)な

どからなり，大雪火山帯の一翼を構成している.この一連の火山群の北西斜面には幾多の爆裂火口

が存在し， きわめて複雑な地形を呈しているが，南東斜面は単調なコニーデ型の山容を示し，十勝

川の水源域として，今なお千古の密林におおわれている.

十勝岳火山群は，洪積世の流紋岩質熔結凝灰岩を基底として，その噴出直後の陥没によって生じ

た地溝に沿って噴出形成されたものとされているが，山体の下部はかんらん石・輝石安山岩，上部

骨 SeismologicalSection，. J， M. A. ，Sapporo D. M. O. and Asahikawa L. M. O. : Field lnvestigations of 

Volcano Tokachidake in Hokkaido， August， 1957 (Received May 1， 1958). 
時気象庁地震課諏訪彰・田中康裕編集
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は角閃石・輝石安山岩からなり，地理的分布からも，岩石学的特性の上からも，千島・那須両火山

帯とはかなり相異しτいる.なお，この地域の地質は，近年，前記高橋俊正氏によって特に精査さ

れその構造が次第にときあかされつつある(未刊}.

十勝岳の火山活動の過去の記録として残され‘ているのは，わずかに 100年ばかりの間である.す

なわち，安政4年 (1857)5月，偶然，当時の開拓吏2名が爆発の直前および直後と思われる時期

に，それについての記録を残しているのが長初であるり.その後，明治20年 (1887)ころには，黒

煙の噴出，降灰があったる伝えられている.今世紀最大の活動は大正15年 (1926) 5月24日の大

爆発で，大泥流により，ふもよの上富良野・美瑛両町に大きな被害を与えた.該噴火については，

多くの調査報告が残されている 2) この大正火口(通称，新噴火口)は昭和21年 (1946)の暮か

ら硫気活動が激化したが，翌年末には旧状に復したの.昭和27年 (1952) 8月中旬に，大正火口の

北約800mの位置に新しく昭和火口(通称，新々噴火口)が出現し，活発な硫気活動を始め，以後

多少の消長を示しつ〉も，この活動は今日まで上昇傾向をたどっできた.ただし，この昭和火口は

古い爆裂火口の中にある. 旭川地方気象台では， 昭和27年 (1952) 9月以降，札幌管区気象台の

協力を得て，年2，，-，3回程度の現地調査を行い，その都度，調査報告(謄写印刷)を出したばかり

でなく，昭和29年 (1954)までの火山活動概況はすでに験震時報に発表した. なお， 本火山の硫

気孔についでは室蘭地方気象台 (現気象研究所)木沢綬・札幌管区気象台大野譲両技官の調査報

告ベまた，噴気・地震活動については北海道大学理学部佐久間修三・村瀬勉両氏の報告5)も出される

など， 種々な角度から卜勝岳火山活動の実態の究明がはかられてきでいる.ちなみに，大正15年

(1926)の噴火以来中絶していた大正火口内での硫黄採取は昭和29年 (1954)から再開され， 硫

気孔に煙道を設けて，昇華硫黄を採っている.

S3. 火山活動の現況

現在，本火山では，安政火口，大正火口および昭和火口の噴気(硫気)活動が特に顕著で，今回

の現地調査でも，噴気の量・圧力・温度および含有化学成分などから，そのごく活発なことが確認

された.以下，地域別に，順次その活動状況を記す.

1) 松浦武四郎:石狩日記 (1957). 
2) 旭川測候所:十勝岳硫黄山爆発踏査報告 2No. 2 (1926)， 73-86， 多田文男・津屋弘達:震研嚢報
2 (1926)， 49，、渡辺万次郎:東北帝大理科報告， 3輯;3 (1926---9)， 77---94， 中村左衛門太郎:地球
6 (1926)， 十勝岳爆発揮災救済会:十勝岳爆発災害志，など.
3) 石橋正夫:北海道地質要報 No.27 (1954). 
4) 木沢絞・大野譲:北海道火山の硫黄噴出孔の状態について (1)験震時報 22， No. 1 (1957)， 19 
---23. 

5) 佐久間修三・村瀬勉:北海道火山の地球物理学的研究(その2)十勝岳の近況北大地球物理学研究報

告 No.4 (1956)， 25---30. 
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』ー磯部鉱業所索道

初級大正 15年泥流地域(概略)

Fig. 1.十勝岳火山要図

で観測した.

U噴気孔

Fig. 2.安政火口見取り図

F 
I 

1) 安政火口(通称，旧噴火口) (Photo. .2) 

安政火口は十勝岳主峰から南西約2.5km， 富

良野川峡谷の源にあるすり鉢状の火口で，細長い

火口底一面に多数の噴気(硫気)孔が散在してい

る.今回 (8月9日)は，その中の三孔をえらん

A点 (Photo.3)火口底の噴気孔群の最も奥に当るもののひとつで，東西 50Cin，南北 30cmの

小判型，深さ 30cmの硫気孔で，孔の付近は放射状に針状硫黄が付着している.

B点 (Photo.4) A点のほ Y西万約30m，火口底の中ほどにある.直径1.5mの円形地域で，数

個の小硫気孔に分れている.この点でマッチを落すと 8sec. で発火した. 高温のため，北川式

ガス分析はできなかった.

C点 (Photo.5)馬てい型の火口底の噴気孔群中で最も入口に近いものの一つで B点と同じ

く，直径1.5mの円形地域内で、数個の小硫気孔に分れている.

以上 3点における測定値は次表の通りである.

表に見られるように，噴気温は最高3000Cが

測定されたが，更により高温な噴気孔の存在す

る可能性が多く，物すごい噴出音を伴って熱泉

を強く噴出しているところも数か所存在する.

ただし，全般的に，前年，前々年などの状況に

比して，特に変動は認められない.

2) 大正火口(通称，新噴火口)

EF一旦土jA 点IB点IC点
温度 (棒状温度計お| … 01'01'000 I に F

よぴ熱電温度計)1. N '-' I vVV  '-' I "-<"""u '-' 

1 叫 1
0M矧 - 1 

ガ ス|一一一一--_， 1一一一一一!
I H2S I >1:2% I 10.03% 

(北111式ガス 「一一一「一一一←一|一一一一|一一一一
1 Cl2 1 none 1 O. 5話

分析一一一I ------一一一一|

CO2 I 10.0%1 - 10勝

十勝岳主峰の北西約1.2km，十勝岳形成時の火口縁の一端である前十勝岳の北斜面に形成され

た長径345m，短径260mのだ円状の火口である.火口底の北辺部には青白色の水たまりがあり，雨
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，琳Jぽ

十引火口縁(点の間隠は20m)

一一ー火口底
戸『基線

白硫黄採取用煙道
一向き ー裂

レ噴気孔(上図に記した以外
に多数の噴気孔がある)
Fig. 3 大正火口

験震時報 23~巻 2 号

量の多少にかかわらず，著しい水量増減はみら

れないとのことである.また，東側火口壁基部

には煙道法による硫黄採取場があり (Photo.6)，

純度の高い硫黄をたくさん析出しでいる.該火

口壁の中腹にも多数の硫気孔があり，その硫気

によって，壁面は一面に黄色を呈しているJ

硫黄採取場付近は硫気臭が強く，ガスマスク

を用いなければ近よれない.今回 (8月11日)

は，次に列挙するような煙道(口径縦 18cm， 

横24cm，長，さ20"'30m)の出口と自然硫気孔

について測定を行った.

第 1点 3号煙道Aの右端から 3番目の煙道口.

第2点 3号煙道Aの左端から 4番目の煙道口，

第3点 3号煙道Bの中央煙道口.

第4点 3号煙道の北北東約 50m， 2号煙道

の上方約50mの地点にある自然硫気孔

で，直径約5cm. 

費空室 3号煙おBの南20m，火口壁中腹にある自然硫気孔で，爆発音は認められず，付近に硫黄

が付着している.

なお 3号A!乙は総計15本の煙道があり 3号B!こは総計3本の煙道がある.

各点における測定値は次表のとおりである.，

表にみられるように，各地点

とも噴気の特性はほ Y同じで，

安政火口内の諸噴気孔相互間ほ

どの相違は認められない.一般

に， S02' H2Sを顕著に含有し

ているが， C12 はほとんど検出

されない.また火口内の地形や

EF¥竺土I1 1 2 -1.. 3 I 4 I 5 
温度(棒状温度計)I 980C. I 1480C I 1380C ，. 990CI 930C 

三七三竺|三竺|二一|三竺|二二ー
ガス IH2S I 4.0% Iー I1.6% 

(北][1式ガ

ス分析)
Cl2 trace none 

五二同|て--1----=--1 3.0% 1 ~ 

噴気状態には，ここ数年来，特に変化は認められず，たた.二次的原因による火口壁の小崩壊など

がみられただけである.なお，採取硫黄の純度，産出量は年々向上しており，採取法の改良，増強

によるところが多いであろうが，大正15年 (1926)の噴火前の数年間についても同様な傾向がみら
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れたので，地もとの関係者は，この点について警戒している.

3) 大正火口周辺 (8月11日調査)

大正火口周辺地域で注目すべきことは， 湯沼の地温・丸山のき裂'および磯部鉱業所硫黄採取現場

小屋(以下，磯部小屋と略記)付近の地温・噴気である.

湯沼の地温大正火口の南側火口縁の外にある，萌北約20m，東西約8mのだ円形のくぼ地で，

底は平坦であるが，水たまりにはなっていない.地温は深さ 30cmで93
0
Cであるが，特に噴気は

認められない.

丸山のき裂(Photo.7， 8)丸山は大正火口東側火口縁にあたり，各所にき裂が認められる.主要な

き裂は火口壁から万向，北300東，長さ16mのものと，それより約2m離れた所から北50
0
東の方向に

走る長さ l~mのものとである. これらのき裂は幅 2m，深さ3"，4m程度で，特に地熱は感ぜられな a

これらのき裂は少なくとも過去数年来害在し，最近特に変化拡大された様子はないが，また，

侵食作用でこれらのき裂から火口壁が崩壊する危険はしfごいに迫りつつあるものと考えられる.

大正火口の北北西側

V¥. 

磯部小屋付近の地温

1∞。ct __-~-
. 白今 ， 

印...~-- / 
E ---司『司・ーー，一一ー一ー---・~一一一司ー'-~ー戸

O ・・・・ ・ -
A B C D E 

火口縁外50"，60mの磯部小屋付近は地熱地帯

f3タ
it11f15m-L5m-L10訴彰
.C:ーザ 1~m ¥f殻噴気地対
側 rfInl I ←-YUク室.tr---L吋口 前十勝| 記父子/
/と」一一11 大| 、グ N
t幅十主碍聾，/居 f~ 'yパ

であるが，恒久火山観測としての地震観測地

点の最有力候補地であるため，地温分布を特

に精査した.Fig.41乙示した地点の測定結果

ば次表のとおりである. G両点あたりのF， 

地面からは噴気がわずかながら一面に出てい

もる.この付近は大正15年 (1926)の噴火の砕

屑物におおわれているため，地表付近は深さ

Fig. 4.磯部小屋付近の地温分布

地 G 

900C 

点 I A 1 .B 1 ， c I D I云イ F I 

地中温司司 350C 1 320C I 3rc I 370C下司
測定深度目J瓦正司J同司 60cm/. 70… 

による地温の上昇は一様ではないがだいた

い，深さ 50cm付近で恒常

的に 300"，50oCを保ってい

なお地震計室新るらしい.
50cm 

C付B， 設の候補地はA，

近である.

摺鉢火口4) 

そ十勝岳火山形成時の火口縁の一部にできた爆裂火口で，ート勝岳主r[阜の北約3kmの所にある.

南西側火口

ちょうど昭和火口寄りの所に 2か所，微噴気孔(噴気は白色でほとんど無臭)があり，位置

- 27-
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ケルン

的にみて，昭和火口の活動となんらかの関係があり

そうで，あるが，詳しいことはわからない.

A 噴気孔:温度 530C，噴気極微.

450 m 

Fig. 5.摺鉢火口見取り図

B 噴気孔群 2孔に分れている. Bl孔は大き

さ45cmx20 cm，温度 630C.B2孔は大きさ 10cm 

x 15 cm (だ円形)，温度 740C.Bl> B2両者聞の距

離は約5m. 

5) 昭和火口(通称，新々噴火口). (Photo. 9) 

摺鉢火口の西側外斜面にある，北向きの馬て

.い形をした旧爆裂口のほぼ中央l乙主噴気孔があ

り，その東側上方約37m~乙当る急斜面に，最近，

特に活発な活動を続けている噴気孔がある.ま

た，主噴気孔の南約10m，火口底のふちに当る地

t域l乙は小硫気孔君主が寄在する.昭和27年(1952)

に主噴気孔が開口したので，上記のような名称

が付けられている.以後，この火口の噴気活動

はしだいに活発化してきており，今回 (8月10

日)の調査でもその傾向が確認され，十勝岳火山

活動監視上，最も警戒を要する地点と考えられる.

(~tt~~~-:~';ï!j号 Dj
. ¥ 民三~ ¥ 

ぶ¥JJJ、人+日
1 、、.. L/ ・ +2um
ト一一一一11;"'11m一一-..:
主鳴子cR断面図(想像)

Fig.6.昭和火口

主噴気孔 昇華物や初生泥質物が周囲に堆積して， きれいな円錐形の小丘を形成している.噴気

孔の口径は5---6mであるが，該圧の高さは 2.5m余，基底の径は 11~ 12 m~乙達している.噴気

は音響を伴って聞けつ的に出されており，その量は昭和火口内の諸噴気孔中で最も多い.白色で，

まれに淡黄緑色を呈するが，全般的にみて，以前よりも白味を増している.前記円錐丘の色は，従来，

黄色を呈していたが，今回はやや黒味を帯びた緑黄色で，初生泥出物の増大を物語っている.

日開:tL(Photo. 10)噴気はやはり聞けつ的であるが， その噴出圧力は主噴気孔よりはるか

に強大であり，強烈な音響を伴い，また，ときには5mほどの距離でも強い地動が感じられたり，

20x10 cm2 (板状う程度の噴気孔付着物を高さ 50---60cm ~乙吹きあげるのもしばしば目撃される

ほどである.前回の調査(同年2月)の際には，孔に近づくのに不安を感じなかったが，今回は恐

怖感におそわれた.本噴気孔は，口径50cmほどの孔2個とそのまわりに密集した小孔多数とから

なり，この形状は，上記のような強烈な爆発活動に伴って， たえず変動しているようである骨. な

焚 本基礎調査終了後の 8月20日頃，上方噴気孔の下方 3mの所に新噴気孔が出現し，周囲に硫黄分に富ん
fご初生泥質物を飛散させ，基底の径約2m，高き 0..8mの円錐形の小丘を形成した.
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お， 付近には硫黄分に富んだ昇華物，黒灰色の初生泥質物が飛散しτいる.

小硫気孔群 口径20cmほどの小硫気孔が3個密集している.、噴気は微弱で， 噴出音も認めら

れないが，刺戟臭が甚だ強く，硫黄の析出は最も顕著である.

以上各噴気孔における測定値を次表lζ示す.

五一子一一旦土l主噴気孔|
-

上 方 噴 気 孔 小硫気孔群

温度 一計お|船 3m 航|噴気音の止んでいるとき 95
0

C 980C 

よび熱電温度計) 噴気音の大きいとき 115
0

C 

0.01% 3.5% 6.0% 

0.02% 0.68% 0.23% 

(北JlI式ガス分析)I Cl2 none none 

0.06% trace 

いずれも C12は検出されなかったが，上方噴気孔と小硫気孔群では S02'H2Sが多く，特にS02

dが顕著で、ある.総合的にみて，この昭和火口内でも，上方噴気孔および主噴気孔の今後の活動の消令

長が特に注目に値する.

6) 熊の沢噴気孔群 (8月10日調査)

昭和火口から谷に沿って 200mほど下ったところにある噴気孔群

で，調査の度に各噴気孔の位置・形状などがかなり変化している.

付近一帯の地温ば 950C程度である.

A点 今回の調査では噴気も温泉も認められなかったが，、同年6

月には 940Cの温泉を噴出していた.高き約1.3mのがけ下にある.

B点温泉湧出口で，径 112cmほどの孔から 940Cの温泉を約

301/min.程度湧出している.ガスは少ない.

C点 ふたつの沢の合流点にあり，径約1mの子しから，熱泉を

聞けつ的に噴出している.噴気音は低いが，その圧力はかなり強

く，黒灰色の泥水を吹きあげ，付近の岩l乙付着させている.乙のー

~l~.ンナマー7

泥は乾くと灰白色を呈する.その飛散範囲は上・下流方向にそれ Fig.7.熊の沢噴気孔見取り図

ぞ、れ13m余，幅9mほどのだ円形内である.

D点本噴気孔群の最下端のもので， 径 20cmの孔から， 噴気音を伴って，間けつ的に噴気し

ている i 水は透明である.孔の周囲には昇華硫黄が付着している.

C， D両点における測定値を次表に示す.

7) 北向火口 昭和火口の北東万にあって，現在 (8月11日)噴気地熱地帯は認められない.そ i

の形状は?ごし 1たい Fig.8のようで，火口壁の傾斜は270程度，深さは約 60mで、ある.
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.84 

湧 泉

ガス

(北川式ガス

分析)

験震時報 23巻 2号

SOz I none 4. O~ 
HzS 1 2% 1>0.45% 

COz 1 0.3% 1>4.3% 

Clz 1 none 1 trace 

8)・付近の温泉および河

Jll . (Fig. 1) 

吹上温泉(現在使用され

ておらず，廃きょとなって

いる).白金温泉(美瑛町営

ホテJレなどがある)におけ

る測定値は次表の通りであ'

る.尚，吹上温泉の湯出量

Fig.8.北向火、口見取り図 は301Jmin.程度である.

S4. むすび

層光圏

Fig.9. 白金温泉付近略図

今回の現地観測結果からみても，十勝岳の火山活動，特に，

昭和火口の活動は上昇傾向をたどりつつあ，払ー今後の推移を厳

重に監視する必要がある.また，大正15年の噴火で大泥流を出

したばかりでなく，有史前の諸噴火でも同様な泥流の流出が繰

り返されたらしいことが}付近の地質調査結果などがらうかが

われτいる.なお，大正15年の泥流跡は30余年後の現在も不毛

の地となっており，山間部で、は全く利用されておらず，山石くの美瑛，上富良野の平坦地において

も，泥土を除去したり，その上におき土をしたりして，耕地に利用しようとしているが，泥流の佑

学的性質による影響が大でその生産力は乏しく，地もと民の悩みの種となっている.このような泥

流の発生原因については諸説があるが，まだ定説は得られていない.いずれにしても，噴火の諸現

象中でも特に害の著しい泥流を発生しやすい本火山については，泥流発生の原因を究明するための

調査研究を進めると共に，火山活動監視のための適切な恒久火山観測を行うことが緊要である.こ

とに，今日では，大正15年噴火当時に比べ，山ろく一帯の開発が進んでおり，更に，国立公園とし

て，観光・登山・スキー客なども急増しつつあるからなおさらである.この調査に格別の御協力を

いただいた，地もとの上富良野・美瑛両町役場および磯部硫黄鉱業所に深甚の謝意を表する.
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Photo. 1. -1.勝需空巾写貫
U:j}Jl 6700 feet，伏[(J300， 1957イ|二9月1011 15 1I!j 25分)

l. J七l臼火仁¥， 2. 摺鉢火1" 3. /1日未I!火口， 4. 大LI-:火1-1，5. liij 1・脱
6. - 1. )踏み・1臥 7 . 熊の V~ (湯のV~ ) ， 8. 安政火口 (11Ii噴)

Photo. 2 . 安政火 1I の I~'t /)(( Photo_ 3. 安£政火門内の硫気孔A人l
(οJ957 {Iド:8) J 9 11け怖討疏i乍勾Lイ孔Lに1おjける拓叩!リ!位止剖訓測|リJJ広と (熱山1洞同JJl広k主ぷiど:三言訂|とl'牛与状1品札削lnU!皮l工lt:tH1リ汁j-)) 

(1957 "1: 8月9，，) 

Photo. 4. 安政火 1-' 内の硫気孔B )~

硫気孔における熱電温度計による測温 Photo. 5 安政火口内の硫気孔C点
(1957年 8月9日 (1957年 8月9日)



Photo. 6. 大"ミ火1-1内における煙!道法による硫黄の係先

(1957年 8月1111)

Photo. 7. 丸山のき裂

(1957年8月11日)

Photo. 9. II(叫11火1II)~ ~'~i) 

li': 1之/J:ごとl~t><C{L， .1 i 1ごλi: luTt乍C-:J'LHi，
1i¥l二万:上万l噴気孔
(1957年8jj1011) 

Photo. 8. 丸山のき裂

(1957年8月11日)

Phυl J， 10. II{HII火1I内のJ二万11町<C-j'L
(1%7年8月1011)


